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【総論】日本の農林水産物・食品輸出動向 

■過去最高額を更新 

2019年の日本の農林水産物輸出額は、前年比 0.6％増の 9,121億円で過去最高を記録した（図表

１）。2013年に伸び率がプラスに転じて以降、７年連続で増加した。 

 

図表１ 農林水産物輸出額の推移 

  

 

 輸出先上位５カ国・地域（金額ベース）は、香港、中国、米国、台湾、韓国で前年と順位は変わら

ず、これにベトナム、タイ、シンガポールが続く（図表２)。中国は、前年比 14.9％増と上位５カ国・

地域の中で唯一２桁の伸びを示し好調であった。中国向け輸出のうち、金額では、ホタテ（268 億

円、6.0％減）、丸太（119 億円、3.1％増）が上位となるが、伸びが著しかったのはアルコール飲料

（101億円、54.7％増）、清涼飲料水（70億円、53.8％増）、菓子（42億円、29.9％増）などの加工

食品であった。中国からの訪日客数は、2019 年には前年比 14.7％増の 959 万人となり、過去最高

を記録した。これらの加工食品は日本で喫食した経験の増加とともに、中国での需要が伸びている

とみられる。 

 

一方で、輸出額第１位の香港は前年比 3.7％減となった。その要因は、2019 年後半から香港にお

けるデモが激化し、比較的高級なレストラン、小売における消費が縮小したことによって、これら

を主な商流とする日本産食品の需要が落ち込んだことがあげられる。また、第５位の韓国向け輸出

についても、同 21.0％減となった。日韓関係の悪化により、日本からの韓国向け輸出額第１位の品

目であるビールなどのアルコール飲料（62億円、同 44.4％減）を中心に日本産食品の消費が激減し

た。 

 

輸出額の品目別の内訳は、加工食品、青果物、畜産物等から成る農産物が 5,878 億円（構成比

64.4％）、林産物 370億円（同 4.1％）、水産物 2,873億円（同 31.5％）となった。輸出額上位 10品

目は、「アルコール飲料」「ホタテ貝」「ソース混合調味料」「真珠」「清涼飲料水」「牛肉」「ぶり（生

鮮、冷蔵、冷凍）」「なまこ（調製）」「さば（生鮮・冷蔵・冷凍）」「菓子（米菓を除く）」である（図

表３）。 
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図表２ 農林水産輸出額の主要国・地域内訳（2019年） 

  

 

図表３ 農林水産物輸出上位 20品目（金額ベース） 

  

 

上位 10品目のうち、２桁の伸びを示したのは「牛肉」と「ぶり（生鮮・冷蔵・冷凍）」であった。

牛肉の輸出はカンボジア（86.7億円、前年比 53.9％増）、香港（50.7億円、同 22.8％増）を中心に

輸出額・量とも増加した。なお、中国政府は 2019年 12月、2001年の牛海綿状脳症（BSE）の発症
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を受けた日本産の月齢 30カ月以下の骨なしの牛肉（骨から分離した肉）の輸入禁止措置を解除する

と発表した。今後、具体的な検疫、衛生に関する諸条件が整備され、実際に輸出が開始されれば、更

なる拡大が見込める。「ぶり」については、農林水産省が 2019年から発表する統計からフィレ以外

が追加されたため、過去との比較は難しいものの、輸出額の約７割を占める米国が好調だった。さ

らには、TPP11の活用によりベトナム向けが急増したほか、中国向け、香港向けも堅調に拡大した。 
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